
令 和 ２ 年 ９ 月 市 議 会 定 例 会 　一般質問

個 別 質 問 答 弁 書

質 問 第 10 号

松山　賢太郎 議員



上田市議会一般質問【個別質問】・答弁書 

質問通告番号第 １０ 号 質問議員 松山 賢太郎 議員 担当課 危機管理防災課、情報システム課 

質問要旨 答   弁 
 

 

令和 2 年 9 月 定例会 

１ 災害時における市民への各種情報提供体制に

ついての質問 

(1) 被害の詳細な分析・反省等をもとにした災害

情報発信体制の構築について 

ア 令和元年東日本台風に関する被害情報の収

集及び分析について 

（ア）令和元年東日本台風の被災経験をもとに

した改善点や反省点等の貴重な教訓をど

のように収集し、分析するか。また、今後

の災害対応に活用していくか。 

 

 

 

（イ）被災地域や避難指示が発令された地域住

民、災害対応に従事した関係者に詳細な聴

① 令和元年東日本台風（台風第１９号）については、記録的な大雨により、市

内の住家や公共土木施設等に甚大な被害が発生したことから、災害時の経験を

教訓とし、今後の災害における被害の軽減、災害対応の効率化に役立てるため、

市における災害対応を振り返り、改善点を見出す検証を行っています。 

 

② 具体的には、災害対策本部の各対策班による対応や課題を把握するための市

職員を対象としたアンケート調査、自主防災組織や住民による対応や課題を把

握するための自治会を対象としたアンケート調査を実施して、提出された意見

の中から課題を抽出し、何が起きてどう対応したか、その結果どうなったのか

という事実関係の確認や、なぜそうなったのかという要因の分析、次回どうす

るかという改善策の検討を行う検証を実施しており、検証結果については今後

の災害対応に活用していきたいと考えています。 

 

① 被災地域や避難指示が発令された地域住民や災害対応に従事した関係者への

直接的な聞き取りやアンケート調査は実施していませんが、市職員を対象とし
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令和 2 年 9 月 定例会 

き取りやアンケート調査を実施したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）様々な被災状況等を分析し、水害対策に

関連した具体的な聴き取りやアンケート

調査を実施する考えはあるか。 

 

 

 

たアンケート調査の中で、職員が避難所等の現場で避難者からお聞きしたご意

見や、会議等の場で消防団や民生児童委員等の関係者からお聞きした意見も把

握しています。 

 

② また、自治会が地区住民を対象に独自に実施されたアンケート調査や、株式

会社上田ケーブルビジョンが城下地区の住民の方を対象に実施されたアンケー

ト調査の結果も提供いただいていますので、そうした資料も参考に検証作業を

進めています。 

 

① 今回の検証は、東日本台風における災害対策本部の活動や避難所運営、災害

情報の受発信について、さまざまな角度から課題等を浮き彫りにして改善を加

えていくことが目的であり、そのために災害対応に携わった関係者の声をアン

ケートとして集約しました。 

 

② 今後、検証作業を進める中で、必要により具体的な調査方法等について検討
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令和 2 年 9 月 定例会 

 

 

イ 上田ケーブルビジョンが行った「台風 19号

に関する住民アンケート」について 

（ア）アンケートをどのように評価するか。ま

た、調査結果をどのように分析し、今後の

対策に生かすか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

していきたいと考えています。 

 

① 株式会社上田ケーブルビジョンでは、今回の台風災害への対応として、災害

時応援協定に基づき、上田創造館等の指定緊急避難場所に避難者の情報取得の

ための有線テレビを設置していただくとともに、千曲川の洪水発生の危険性か

ら避難指示が発令された城下地区住民を対象に、昨年１２月に住民アンケート

を実施していただくなど、地域に密着した報道機関としての使命を果たしてい

ただいていることに敬意を表します。 

 

② 城下地区の住民アンケートについては、避難の情報の入手手段や避難を決め

たきっかけ等の具体的な避難行動に関して問うものとなっており、結果につい

ては市が進める検証作業における課題抽出の参考としていくとともに、災害記

録としても貴重な資料と捉えています。 
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（イ）避難指示情報の入手方法の設問に対し、

「未回答」または「知らなかった」と回答

した方が全体の 13％、避難を行ったかの

設問に対し、「避難していない」と回答し

た方が全体の 31％であったが、結果をど

のように捉え、今後の対策をどのように検

討しているか。特に情報弱者と呼ばれる

方々に対して確実に避難情報を伝えるた

めの方法を検討しているか。 

 

 

 

 

 

 

① アンケート調査の結果として、避難情報の入手方法を知らない人がいたり、

また、避難情報が発令されていても避難しなかった人がいたという事実が浮き

彫りになったことは、市としても重く受け止める必要があると考えています。 

 

② 令和元年東日本台風の際には、避難勧告等の避難情報を伝達するために、市

メール配信サービスやホームページ、ＳＮＳ等で発信するとともに、自主防災

組織や消防団等の協力等により避難情報の伝達を行いました。 

 

③ 避難情報の伝達については、停電や通信障害等の被災に備えて複数の伝達手

段を確保するための多様化・多重化とともに、対象住民に迅速・確実に情報伝

達を行うために、携帯電話やパソコン、テレビやラジオ等、複数のチャンネル

により情報伝達を行うための多様化・多重化が必要であると考えます。 

 

④ 特に、携帯電話やスマートフォン、パソコン等のＩＴ機器により積極的に情

報を入手することが困難な方にも確実に避難情報を伝達する必要があることか
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令和 2 年 9 月 定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）上田ケーブルビジョンが行った調査を参

考に、災害に関する調査やアンケート、分

析などを民間企業や防災関係団体等に委

託して行う考えはあるか。 

ら、緊急告知ラジオ等の戸別受信機の整備等も視野に入れながら、避難情報の

伝達手段の多様化・多重化に向けて取り組んでいきたいと考えています。 

 

⑤ また、広報紙や出前講座等を通じて、避難情報等の災害情報の入手方法につ

いて平常時から確認しておくことの必要性や重要性について引き続き周知を 

図っていきます。 

 

⑥ なお、避難行動を促す避難情報等の発信や伝達については、県が主催し、国

の河川事務所や報道機関等の関係機関が参加する検討会に、上小ブロック代表

として上田市も参加しており、広域的な連携も図りながら取り組んでいきます。 

 

① アンケート調査の分析等については、検証作業の中で災害対応の改善点を見

出すための要因分析も実施しているため、外部機関への委託等は考えていませ

んが、必要により上田市防災会議における関係機関からの意見聴取等、外部有

識者の知見の活用も検討していきたいと考えています。 
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ウ 市民が確実かつ正確に総合的な防災情報を

得るための体制の構築について 

（ア）災害情報の発信や避難勧告、避難指示等

を発令する際の判断基準や発令指令実施

体制、マニュアル等は十分に検討している

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 上田市では、風水害により住民の生命や身体に危険が生じる恐れがある場合

には、危険が及ぶと予測される地域の住民に対して遅滞なく避難準備・高齢者

等避難開始の伝達や避難勧告、避難指示（緊急）を行い、適切な避難誘導が実

施できるよう「上田市避難勧告等の判断・伝達基準」を策定しています。 

 

② 県管理河川の浸水想定区域の見直しや国による千曲川の氾濫危険水位などの

基準水位の変更を踏まえて、随時、市の避難勧告等の判断・伝達基準を見直し

ています。 

 

③ また、内閣府は避難勧告を廃止し、避難指示に一本化する方針を明らかにし、

現在、中央防災会議で検討されていることから、今後、避難情報の見直しや、

これに基づく内閣府の避難勧告等に関するガイドラインの改定を踏まえて、市

の判断・伝達基準や発令体制、市職員応急対策活動マニュアル等の見直しを検

討していきます。 
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（イ）導入予定の総合防災情報システムには、

令和元年東日本台風で収集した市民から

の情報や要望を反映しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 総合防災情報システムについては、災害対策本部における情報の収集や共有、

伝達を迅速かつ確実に実施するために、新庁舎の整備に合わせて整備している

ものです。 

 

② 令和元年東日本台風災害の検証を行う中で、災害時に被害状況や避難者数、

通行規制等の最新の災害情報の入手が困難であった等の課題があることから、

災害対策本部内の情報の収集や共有に関して、システムとして対応できる部分

は総合防災情報システムの機能に反映して、職員が使いやすいシステムを整備

していきます。 

 

③ また、職員アンケートや自治会アンケート調査において、市民からの意見と

して避難所の開設状況が分からない、道路規制情報は路線名だけでは場所が分

かりにくい等の意見をいただいていることから、これらの意見も踏まえて避難

所の開設情報等、市民が必要な災害情報についてもリアルタイムで提供できる

よう、総合防災情報システムの機能の一つとして、住民公開用システムの整備
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（ウ）総合防災情報システムに収集した各種情

報は、どのように分析するか。また、市民

への伝達についてはどのように検討して

いるか。 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）メール配信サービス以外に市独自のアプ

リやウェブサイト等を活用した総合的な

も検討していきます。 

 

① 総合防災情報システムでは、発令判断に必要な降水量や河川の水位、洪水・

土砂災害危険度等、複数のＷＥＢサイトに存在する情報を自動収集するととも

に、発令判断の基準に達した地域等を地図上で表示し、ポップアップやアラー

ト音で通知する等、迅速・確実な避難情報の発令を行うための整備を予定して

います。 

 

② また、避難情報の市民への伝達については、市メール配信サービスやＳＮＳ、

Ｌアラート（災害情報共有システム）等、複数の伝達手段で行いますが、迅速

な伝達を行うことができるように、一回の入力で複数の伝達手段に発信できる

仕組みを整備していきます。 

 

① 現状の市独自の災害情報の発信手段としては、メール配信サービスやホーム

ページ等により発信を行っています。 
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災害情報発信体制の構築を検討している

か。 

   特に災害発生時にアクセスが集中した

際もサーバーに不具合を生じさせないた

めの対策を講じているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② メール配信サービスについては、市公式ツイッターやメール配信情報サイト

にも同様の内容を同時発信できるとともに、多言語対応として、英語や中国語、

韓国語等、９か国語に自動翻訳して配信できる機能が整えられています。 

 

③ また、ホームページについては、音声読み上げや文字拡大、ふりがな機能な

ど、高齢者や障がい者を含む、誰もが利用しやすい機能を有するとともに、全

ページ多言語対応となっており、１２言語で自動翻訳する機能が整えられてい

ます。 

 

④ さらに、上田市オリジナルラジオ番組を放送している株式会社エフエムとう

みの専用アプリをダウンロードすることで、ラジオ放送の他に、避難情報等の

災害情報、雨量や河川の水位等の情報も取得することができます。 

 

⑤ 市としては、避難情報の入手を迅速・確実に行ってもらうために、市メール

配信サービスや市公式ツイッターへの登録を引き続きお願いし、分かりやすい
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令和 2 年 9 月 定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報発信を心掛けるとともに、出前講座等の機会を通じて避難情報を含む災害

情報の入手方法を啓発する中で、株式会社エフエムとうみのアプリのダウンロ

ード等も紹介しています。 

 

⑥ 災害発生時における上田市のホームページへのアクセスについて、昨年の東

日本台風の際に発生した閲覧しづらかった状況を踏まえ、対策を講じてきまし

た。 

 

⑦ 上田市のホームページは、契約する事業者のサービスをインターネットを通

して利用しており、市民の皆様が閲覧する際には、セキュリティ確保の観点か

ら「長野県自治体情報セキュリティクラウド」という、長野県と県内全市町村

のインターネットの出入口を１箇所に集約して、監視を行う仕組みを共同回線

により使用しています。 
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令和 2 年 9 月 定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 東日本台風災害の際は、県内全市町村のホームページへのアクセスが増加し、

通信がこのインターネットの出入口に集中したため、上田市のホームページに

ついても閲覧しづらい状況となりました。 

 

⑨ このため、上田市も参加するセキュリティクラウドの整備専門部会において、

通信回線の帯域見直しの検討を行ったところです。 

 

⑩ 見直しの検討では、東日本台風の災害発生時のホームページ等への通信の状

況を踏まえ、当時と同様の場合でも十分耐えられるよう回線の増強を進めるこ

ととし、令和２年４月からインターネット接続回線について、住民が閲覧する

ホームページサーバー公開用を１００メガから４００メガへ、職員ウェブ閲覧

用を３００メガから４００メガへ帯域の増速を行いました。 

 

⑪ また、本年２月末にリニューアルし、現在運用をしているホームページにお

いても、災害発生時にアクセスが集中することも踏まえたシステム構築をして
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令和 2 年 9 月 定例会 

 

 

（オ）災害情報を的確に収集するため、ＳＮＳ

を通じて市民から提供された情報を積極

的に収集する体制を構築することは検討

しているか。 

 

 

 

エ 今後の災害発生時の市民への情報伝達方針

について 

（ア）過去の経験を生かし、地域の状況や発生

し得る災害を想定した上で、災害発生時は

的確かつ迅速な情報発信や避難勧告・指示

を行う必要がある。このため、市独自の総

いる状況です。 

 

① 現在、整備を進めている上田市総合防災情報システムにおいて、災害情報収

集の一手段として、ＳＮＳ情報の活用も検討しています。 

 

② ＳＮＳ情報については、真偽の不確かな情報が拡散するなど課題も多いこと

から、ＡＩを利用して正しい情報を抽出するサービスとの連携等、慎重に検討

していきます。 

 

① 避難勧告等の避難情報の発令については、洪水や土砂災害等、災害種別に応

じて河川の水位や土砂災害警戒情報等の発令基準を定めるとともに、長野県地

方気象台等の関係機関と連携して、迅速・確実な発令判断に努めています。 

 

② また、現在整備を進めている総合防災情報システムの中で、気象や雨量、水

位等の発令判断情報を集約して、発令判断の効率化を図るとともに、発令すべ
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合的な災害情報伝達方法を確立すべきと

考えるが、見解はどうか。 

 

 

 

きタイミングでアラートを通知して、判断の遅れを防止するなど、システム整

備による発令体制の強化を検討しています。 

 

③ あわせて、市メール配信や緊急速報メール等、複数の情報発信手段への一斉

配信など、市民への速やかな情報発信についても検討を行っています。 

 

④ 市としては災害対応力の向上のために、総合防災情報システムの整備を進め、

避難情報の迅速・確実な伝達を期すとともに、出前講座等の機会を捉えて、避

難を検討する上で必要な気象情報や河川の水位情報などを自ら入手することの

重要性についても周知していきます。 
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